
● チャレンジ部門

▽浅川小 • C浅川町）
▽南湖森林公園案内人の会（白河市）

●顕彰部門

▽大戸小
▽ はるなか

（会津若松市）
（会津若松市）

サギソウを大事に育てる
浅川小生活委員会・山田翔

太君(5年） これから学校
内の「探究の森」で浅川町の
花「サギソウ」を育てていく。
全校生に呼び掛けながら、み
んなで大事に育てていきた

い。花を見るのがとても楽しみ。

公園の豊かな自然を守る
NPO法人南湖森林公園案

内人の会・薄葉正雄理事長
これまでの活動が認められ

た。さらなる躙境保全に意欲
を燃やしている。

今

後も同公
園の豊かな自然を守り、魅力

PRのため、尽力していきたい。

保護者と地域の理解感謝
大戸小•杉原武校長当校

ならでは の取り組みは保護
者、地域の理解なしにはでき
なかった。活動を継続し、連
携してきた ことが評価され

•た。児童は活動に誇りを持っ
ており、これからも手を抜かずに続けたい。

取り組み次世代につなぐ
NPO法人はるなか•佐藤

光信理事長 地道な活動が評
価されてうれしい。目先にと
らわれず、10年、20年という

リ�長い期間で行っている取り組
みのため、次の世代にしっか

りつなぎ、息の長い活動にしたい。

瞑
内
で
環
境
保
全
に
力
を
注一
表
彰 、
活
動
を
支
摸
す
る
「
み一
賞
団
体
が
決
ま
っ
た 。
今
後
の

ぐ
団
体
を
福
島
民
友
新
聞
社
が

ん
ゆ
う
環
境
賞」
の
本
年
度
受

活
動
計
画
を
応
接
す
る
「
チ
ャ

工
夫
凝
ら
し
活
動

み
ん
を
つ
環

饗
に
4
回
住

27日贈呈式

み
ん
ゆ
う
環
境
賞

か
け
が
え
の
な
い
自
然
環

Q
境
を
守
る
た
め、
福
島
民
友
新
聞
社
が
2
0
0
2

（
平
成
14)
年
度
に
民
友
躙
境
基
金
を
創
設。
こ

れ
を
基

に、
県
内
で
躙
境

保
全
に
取
り
組
む
団
体
や
グ
ル
ー

プ
に

活
動
資
金
を
贈
っ

て
支
援
し
て
い
る。
受
賞
団
体
は

今

回

を
含
め
て
63
団
体。

レ
ン
ジ
部
門」
に
2
団
体 、
活

動
実
績
を
評
価
し
て
功
績
を
た

た
え
る
「
顕
彰
部
門」
は
2
団

体
が
受
賞
し
た 。
活
動
資
金
の

贈
呈
式
は
27
日
に
福
島
民
友
新

聞
社
で
行
わ
れ 、
4
団
体
に
総

額
70
万
円
が
贈
ら
れ
る 。

【

4
面
に
関
連
記
事】

チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
は 、
校
庭

内
に
造
成
し
た
「
探
究
の
森」

で
希
少
な
「
サ
ギ
ゾ
ウ」
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
浅
川
小

（
浅
川
町）
と 、
ウ
ォ
ー

キ
ン

グ
大
会
を
通
じ
た
環
境
教
育
や

森
林
保
全
に
取
り
組
む
N
P
o

法
人
南
湖
森
林
公
園
案
内
人
の

会
（
白
河
市）
の
2
団
体 。

顕
彰
部
門
は
「
花
と
緑
の
小

学
校」
と
し
て
通
学
路
の
清
掃

や
植
栽
を
続
け
て
き
た
大
戸
小

（
会
津
若
松
市）
と 、
里
山
再

生
に
向
け
て
漆
の
木
の
植
樹
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
N
P
o

法
人
は
る
な
か
（
同）
の
2
団

体
が
選
ば
れ
た 。

審
査
会
は
18
日
ま
で
に
櫃

民
友
新
聞
社
で
開
か
れ 、

懸

本
野
鳥
の
会
連
携
団
体
連
合^

の
白
宕
康
夫
会
長
を
審
査
委一

長
に 、
遠
藤
洋
漿
環
境
共
生一

長 、
渡
辺
明
福
鳥
大
名
誉
教一

（
地
球
物
理
学）

、
石
原
明＿

世
界
自
然
保
護
基
金
(
w
w
F

ジ
ャ。ハ

ン
シ
ニ
ア
ア
ド

バ
イ-

ー 、
五
阿
弥
宏
安
福
島
民
友一

聞
社
社
長
の
5

人
が
審
査
に�

た
っ
た 。

み
ん
ゆ
う
環
境
賞
は
2
O<
 

2
（
平
成
14)
年
度
に
創
設

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
考
1

し
て
11
年
度
に
表
彰
を
中
断’

た
が 、
躙
境
問
題
へ
の
継
続
i

な
取
り
組
み
を
支
え
て
い
く
i

め 、
13
年
度
に
再
開
し
た 。

福島民友新聞　
平成29年3月19日掲載
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チャレンジ部門 地道な活動評価

浅
川
小

みんゆう環境町
支援団体の審査に
当たる審査委員
＝福島民友新聞社

認塁釦環境教育として有効

票
内
で
環
境
保
全
に
取
り
組
む
団
体
の
活
動
を
後
押
し
す

る
「
み
ん
ゆ
う
環
境
賞」
の
本
年
度
審
査
会
で
は、
各
団
体

の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
ひ
た
向
き
な
活
動
や、
地
道
な
取
り

組
み
を
評
価
す
る
声
が
上
が
っ
た。
受
賞
団
体
の
活
動
実
績

と
計
画
を
紹
介
す
る。
【
1
面
に
本
記】

【
活
動
実
績】
「
森
と
学
校

の
共
存」
を
自
掴
し、
身
近
な
場

所
で
自
然
環
境
を
守
る
意
識
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
昨
年
10

月、
校
庭
の一
角
に
ミ
ニ
森
林

「
探
究
の
森」
を
整
備。
キ
ン
モ

ク
セ
イ、
ヤ
マ
ッ
ツ
ジ、
サ
ザ
ン

ヵ、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
樹
木
が
植

え
ら
れ、
児
章
ら
の
森
林
学
習

に
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か、
癒

や
し
の
場
に
も
な
っ
て
い
る。

【
活
動
計
画】
「
探
究
の
森」

に
あ
る
樹
木
や
草
花
を
観
察
し

な
が
ら
大
切
に
守
り、
よ
り
自

然
に
近
い
状
態
で
維
持
し
て
い

く。
浅
川
町
で
見
る
こ
と
が
難

校庭に探究の森整備

9
講

評

」

・ー、

』

い
ず
れ
も

i[
 

;

:

;

:
i

ン
ジ
部
門
の
浅
川
小
の
子
ど
も一

た
ち
が
希
少
な
「
サ
ギ
ソ
ウ」

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
は、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
環

境
教
育
と
し
て
有
効
だ
と
感
じ

た。
同
じ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門

の
南
湖
森
林
公
園
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
活
動
計
画
に
取
り
上
げ

て
い
る。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
人

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で、
こ
う
し
た
機
会
を
利
用
し

て
さ
ら
に
環
境
教
育
に
結
び
付

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思つ。
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し
く
な
っ
た

J

と
さ
れ
る
町

＝回
湖
森
林
公
園
案
内
人
の

会

ソ
ウ」
を
植
え
付
け、
子
ど
も

【
活
動
実
績】
2
0
1
2（
平

た
ち
自
ら
水
や
り
や
手
入
れ
を
成
24
)

年
に
設
立。
白
河
市
南

続
け、
育
て
て
い
く。
癒
や
し
湖
森
林
公
園
を
中
心
に
芝
刈
り

の
空
間
と
し
て
も
活
用
し、
森
や
遊
歩
道
管
理、
除
伐
な
ど
自

林
の
役
割
を
学
ぶ。

然
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る。

7
地
域
住
民
な
ど
と
イ
ベ
ン
ト
を

t

協
力
し
て
開
き、
地
域
貢
献
活

、

動
に
も
力
を
入
れ
る。
ま
た、

.”
市
内
の
小
学
生
を
招
い
て
の
自

望―f

然
観
察
会
で、
環
境
学
習
の
普

及
に
も
努
め
る。

【
活
動
計
画】
環
境
保
全
の

継
続
と
環
境
学
習
の
さ
ら
な
る

普
及
を
推
進
す
る。
今
年
は、

遊
歩
道
の
草
刈
り
や
木
階
段
の

補
修
を
図
り、
同
公
園
の
景
観

顕彰部門

小学生招き自然観察会

自
然
観
察
会
を
開
催
す
る

会
員
ら

【
活
動
実
績】
1
9
9
1（
平

成
3)

年
か
ら
同
校
の
3
5
5

年
が
緑
の
少
年
団
と
し
て
活
動

を
展
開。
校
内
に
多
＜
の
花
壇

を
設
け、
土
作
り
か
ら
手
入
れ

ま
で
を
児
童
が
中
心
と
な
り
行

っ
て
い
る。
昨
年
は
支
捷
に
感

謝
す
る
た
め
住
民
ら
に
菊
の
鉢

植
え
を
贈
っ
た。
学
校
周
辺
で

の
自
然
観
察
や
清
掃
活
動、
募

金
活
動
な
ど
に
も
力
を
注
ぐ。

【
活
動
計
画】
児
童
数
が
減

少
し
て
い
る
が、
保
護
者
や
地

域
住
民
ら
に
も
苗
植
え
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
で
花
と

緑
の
少
年
団
活
動
を
継
続
す

な
ど
を
楽
し

む
「
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン

グ」
を
計
画
し
て
い
る。
こ
の

ほ
か、
木
工
教
室
や
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
も
催
し、
市
民
が

親
し
み
や
す
い
環
境
幣
備
を
展

開
す
る。

児童中心の花壇づくり
地
域
の
施
設
に
贈
る
プ
ラ
ン
タ
ー

の
苗
埴
え
を
行
う
児
童

大
戸
小

る。
学
区
内

で
森
林
や
大

·
戸
岳
な
ど
の

恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
て
古

里
教
育
を
実
施
す
る。
付
近
の

闇
川
で
の
川
遊
び
や
山
で
の
毘

虫
採
集
な
ど
を
通
し
母
校
や
地

元
の
自
然
を
再
確
認
す
る。

【
活
動
実
績】
会
津
藩
中
興

の
祖
田
中
玄
宰
に
ち
な
み
「
漆

の
里」
を
目
指
し
2
0
0
 4（
平

成
16)
年
に
設
立
し
た。
会
津

若
松、
喜
多
方
両
市
に
漆
の
木

を
植
え、
地
場
産
の
漆
に
よ
る

漆
器
の
再
興
を
自
指
す。
会
津

若
松
市
の
小
田
山
や
青
木
山
で

は
生
物
多
横
性
の
高
い
里
山
に

再
生
す
る
取
り
組
み
や
玄
宰
の

墓
前
祭
も
行
っ
て
い
る。

【
活
動
計
画】
会
員、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
植
樹
地
の
作

業
場
の
整
備
や
植
樹
の
枝
切

り、
施
肥
な
ど
を
継
続
す
る。

閲
係
団
体
と
共
催
し、
自
然
観

漆器の再興へ漆を植樹

は
る
な
か

観
察
会
で
自
然
を
満
喫
し
た

参
加
者
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測
や
歴
史
に

関
す
る
イ
ベ

ン
ト、
来
年

の
戊
辰
暇
争
1
5
0
周
年
に
向一

け
た
講
演
会
な
ど
を
開
催
す

る。
会
津
若
松
市
の
小
田
山
に

は
4
月fJ
t('、
業
者
に
委
託
し

て
案
内
着
板
を
設
置
す
る。
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